
第19回� BELCA賞決定� 

BELCAでは、このたび第19恒JBELCA賞の表彰物件� (10件)を以下の通り決定いたしましたので、お

揺らせいたしますο

なお、表彰式は来る平成22年� 5月訪日制16詩より、東京都中央区日本橋蛎綾町のロイヤjレパークホテ

ルにで罰龍いたします。

第19自� BEしCA質表彰物件� (JII費不同・受賞者名等は今議室吏されることもあります)

ロングライフ部門

制鴻泌総

お比谷総決設備総� 

)11本工業併を
日本メックス附(改修)i 

北海i産省千湾大伊予言繕談� I大互主総波書鴻
総三重量生息渋設計(改修)I伊藤組ゴ二銭総

大成建設側一級言霊祭士!

家務所(改修〉

燃汁Jftp:工務Jd
事誇大林組(内芸書改修)� I線大谷組(内装改修)� 

ベストリブオーム部門
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費者3還を

闘 的 議切な維持保全を実施したり、優れた改修を実擁した既存の建築物のうち、持に寝秀なもの

の関係者をロングライフ、ベストリフォームの� 2部門により表彰し、良好な建築ストックの

形成に寄号することを註的とします。

受賞件数 今回を含め、これまでロングライブ部門881午、ベストリブォ…ム部門98件、合計186件が� 

BELCA煮を受賞しました。〈次ページの地盟参照)

要件 ロングライフ部門は長年にわたり違切な維持保全が実擁され、建築後30年以上経過した建築

物のうち特に{憂秀なものを表彰し、ベストリフォーム部門は最近設修され、その設穆により

画期的な活性化が図られた建築物のうち特に嬢秀なものを表彰します。

考 賞の選考は、学識経験者、態。物所有、設計、建設、設備、メンテナンスといった多分野から

なる「日ELCA索選考委員会J(委員長:内田祥哉東京大学名誉教授}により行われました。

表彰式 表彰式は来る平成22年� 5月19R凶� 16持よ号、東京都中央区日本橋蛎殻轄のロイヤルパ}ク


ホテルで開催される


表彰式では、ロングライブ諮問で建物所在者、設計者、施工者、


維持管理者の問者、ベストリブオ}ム部門で建物所有者、改{場設


計者、改{多方面工者の三三者が表彰されます。


なお、受賞物件に試食牌(文化勲章受章者 帖佐美千子氏(故人〉


作)が贈呈されます。


次部募集 次協の募集は平成22年� 5月下旬より� 7丹初旬まで行う予定です。

長再開 祥哉 (東京大学名誉教授)

長二井所靖典 (側アルセッド簸築研究所代表取締役・芝浦工業大学名誉教護)


副委員 鎌田 元康 (神奈川j大学工学部建築学科教授・東京大学名誉教授)


委 伊藤 恭介 (~株)サンケイどル 常務執行役員建設部長)


員今j甫 良夫 (日本電設工業総執行役員事業開発本部欝本部長)

員江本 正和 (~掬松田平部設計車締投翻社長)


委� j霞ヂド {疹 (~株mTT ファシリティーズ F前事業本部技相官部長)


委 野呂 (大成鵠設株) 常務設計本部長〉


員制問 (日新左藤総合計画 代表攻蒋役社長)


員牧野�  JJ~~ (新B本空調株)技構本部副本部長〉


委 員割田 正誰 討議水建設株)常務執行役鈴 建築事業本部設計・ ポ}ザル統括〉
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BELCA賞は、良野な建築ストック、つまり社会の中で生き生きと活用される緯築の形成に寄与するこ

とを目的に設けられた紫である。賞を二部門に分け、周到な長期計画で、安定した維持保全を轄絞してい

るものをロングイフ、活躍にかげりの見えてきた建物を、巧みな改修によって現代杜会に蘇生させたもの

をベストリフォ…ムとし、成3年から前田まで計諸国、決彰{守、数試� 176件を数えている。

ロングライフ部門で誌、所有者、設計者、施工者、経持管瑚者のi理者を、ベストリフォーム部門では、

所有者、改修の設計者、競工者のさ三者を表彰している。昨今の地球環境問贈iこともなう建築物の長期利

用の気運を背景に、� BELCA賞への関心辻年々尚まりつつあるが、現代社会のiやで活躍するためには、ロ

ングライブ部門でも、照明、議生、空調などの面で辻抜本的改造工事が品要になっている。他方ベストリ

ツオーム器内でも、建物の墨史的経験を謀容する傾向が増しているため、近年は両者~門を区却しない

わせて� 10件を選考している� その結菜、本年はたまたま昨年同様、ロングライフ部門� 4件、ベストリフォO

ム部門� 61'牛を表彰することになっ

今回表彰されるロングライフ部門は、日本を代表する通信技術の研究開発拠点、開通関もな

道路の捨発点を印象づけた化学系本社ピル、療史ある大学と伝統を尊ぶ中学高校のキャンパスが選ばれた

が、いずれも、新築当時の設計が、将来を見据えた記霧に基づくものであった。またそれが、後の維持管

理の中で、;有効に抜かされていることで、この疫の選に残ゥ

ベストリフォーム部門でも、議工会議所を美衛藷にしたもの以外i之、思議変更を停電わない物件で、二つ

の大学は、持れも外観を保存しながら、将来の機能を大きく変えたり、様々な巌震補強を組み合わせて教

材とする改修であった。ホテルはf吏いごとがらの内外装一変の効果が注話され、文化施設では、あの手この

ヂの耐震補強と設備の更新が詩編された。特記すべきは木造の芝屠小識の復、活で、粘り強い市民運動が町

起こしにまで繋げていることで商い評極 した。

審議を藤みて、本年の応葬案件はこれまでにない優れた物件ぞろいであったため、選場委員のあいだで

は、早くから選考の難しさが予想されていた。残念ながら本年の選考に議れた作品には、入選案に劣らぬ

様秀な維持管理が行われているものもあるので¥それらについては再度の応募を期待ごしたい。また、誌の

分野の技績は、ますます多角的に展開されているので、正、募作品の水準も、年ごとに商まることが予想さ

れている。� 

BELCAj設も回を重ね、関知lの範酉;立法まってきた。しかし米だ受賞物持のないーが151緊もあり、建物

の維持保全技織の全国的普及向上令目指す設の趣旨から、未入選の地域からの応募も切に期待したい。� 
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第訪問 BELCAj設には、昨年度と|司数の応募物件があり、ロングライフ部門の物作:数は多少増加したが、表彰物件数は、

昨年と同じ 4件となった。これら 4件とも、 t議・改築、改修が行われているが、用途変更はなされていないQ 4件のうち 

2件は、事務所ピル、研究開発センターと胤途は異なるものの、いわゆる自社ピルでらおり、残り 21'引立大学、中学校・高

と教育対象は異なるものの、学校施設である。最終姿災会で、選外となった物件に対し“昨年度であれば表彰物件に

該当したのでは"という意凡が多く関かれたような激戦を勝ち抜いた表彰物件だけに、4f宇すべて、設計・

に携わった方々の努力、所有者の建物に対する愛着の強さの画ーから、ロングライフ建築のお手本ともいうべき物件である。 

fNTT横須賀研究開発センタ J (1972年竣工)は、日本の情報彩新のため、先行的会研究開発令行うことを問的とし、 

NTTの前身である日本電信電話公社が第二滋気通信研究所として計側、設計したものであり、 1977年に機築され、務夜でも、

ブロードバンドやユピやタス社会への対応、多彩な技術とソリューシ設ンの提供のための研究開発に使矧されている建物

である。 8本のシンメトリーに配されたコアに揺す緩袈素とま除夜導線、設備繋素を委長ゆさせ、コア以外の大設問は、

実験後などのレイアウト変突に容易に対応可能なように、すべての部f立でモデュール化されており、全商二君主床の採用、

大型自動車も通過可能な機械援の縫保などとあいまって、最先端の研究施設であり続けている。外僚もメンテナンス・フリ

の耐イ長;念材料を用いており、設計当初からの各穏ロングライフ化への取組み、中長期修繕計画に恭づく適切な総持管理と

ど、幅広い観点からロングライブ建築の手本として評備された。

「住友スリーエム本社ピル J (1974年竣工〉は、竣工時、校i陸風景の残る環状お号線沿いという郊外に建つ、先駆的な本

社ピ jレ建築として注目された建物である。東磁言語に、主主芸場事線やサーピス諸室、会議案、続三援対応スベ…コえとして利用さ

れる双C造コア会配遣し、 iifOこヨアを地下のベルトトラスと最上絡のハットトラスで繋 &'fロの字獄j架携を形成して剛性を

確保し、中央部に約 21mの大スパン欽令書誌の事務室を形成している。東西のこ3ア部外懸は、関口銭を限定することにより、

西側幹線道路からの騒音および商日を遮っており、議後対策、冷房ぬ街低減に役立つている。一方、南花のコールテン銀カ…

テンウオ-)レ音Flの関口は、横一誠に広がり、大きな、気持ちのよい銚議を楽しめるものとなっている。 1992年のよぬ築時も、

オツィスニーズに柔軟に対応することが可能な総本オーダ…を踏襲し、さらに、本館・新館の演に設援されたガラスボッ

クスが社員の滋いの場として活用されていること、社員一丸となって維持‘管濯に取り組んでいること、数値思擦をそ定め

ての翁ょにネを千?っていることなどが高く評僻された。

「北海環火学農学部本館J (1935年竣工〉は、竣工親年に第 3 大戦による一時中断を経て戦後数度の機

築を重ね 1960年に概ね現在の姿になった。スパニッシュ様式の、中央時計塔の中心f生と附撲に広がるウイングの対よとによ

る古典的施設簿成は、北海道大学のシンボルでおり、会キャンパス人の心象風妖となっている。 2008:i:ドに PFI毒手数として

行われた改修では、 "1時間が作り出した表情jを継承しj塗!と索観を保存する"“時代の変化;こ染軟に対応、できる最新の教育

としての舟部機能会備える"ことの 2っそt柱にしているが、見奇まに目的を主義成している J立が高く評価された。

性確保、客エネ‘綴資源化、バリアフリ…化なとマ時代の要翁に従った改修を忠実に行っている似に、外療の潔変スクラッ

チタイル劣化箇所の様替えにFおいたタイルとして、焼成温度をよげ凍結融解に強くしたものを用いているにもかかわら

既存部分とよ義和感のないものにしていること、多数存夜する小説の研究室の中廊下出入り口近傍に充分な大きさの設備シャ

ツトを確保・新設し、将来にわたる研究内容の変化に対応するとともに名室鯵のエネルギ、…使用量管関も可能としている

ことを詳録する殺が多かったο

日己主幹[111女子大学的属中学校・高等学校 校舎棟J(1963 65年竣工)の建設は、武庫川学院創設者である公江喜市郎氏

から示おれた f理惣的な女子や闘をつくる jとの基本方針と、過去の固定的なイメージにとらわれない設計という要望に主主

づきスタ…トした。校舎棟はクラスタ}状に配置され、管理棟、科学館、体育館で構成冬れる中心納の左右にや学校校舎 

3棟、高校校舎 3棟会配する 1努成マ、渡り廊下により総長まかなや縫安介して泌総されている。シンメトリーな毅然とした

を見せる教室若手は完成度が潟く、持代の変化に対応可能なように施設盤鈴のための校地が確保されているなど長期

的視野に立った計腐となっており、民門横にある 35術館は、築 74年~経た元鳴尾競馬場本銭安子写生整備したもので、豊か

な心を育む教育環境づくりに役立っている。維持保全は、安全性への配慮と利便性向上を重視し、中期保全計画書に裁づ

き実施されてしJるが、兵庫県陶部地震の緩災後、復旧工事に合わせた給排水、電気、空調などの大規模な改修工事が適切

に行われていること、 IT化対応、身障者対応などにも積極的に取り殺んでいること、そして、何よりも創設裁の怒いが現

殺の学校関係殺に引き継がれ、改修設計・施工芸ぎにも訟わっているぷが高く評価された。 
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第四1E1BELCA賞ベストリフォ…ム部門は今鵠も応募が多く、改修が時代の潮流となっていることをぶすと共に、その

さはわが悶のリブォ…ム技術が確実に向上していること会示すものである。第一次審査から難し

築ニ次審燃は更に厳しく主主の数の枠が恨めしくさえ蕊えた。今聞の審殺では公共間体が既存建物を大事に扱い、リツオー

ムによって活用を統け、その後の維持管現にも配慮しようとする傾向が克られたこと、偶然的な「街jの中の銭物改修がそ

の綴性と協調することによってその衝の雰囲気が更に良くなること、創設のコンセブ!、を毒事癒したワブオームが落ち務さ

のある現代性会もつ魅力的な建築となること、超潟J欝建築の耐震改修がはじめて行われたことなどに気づく審資マあった。� 

rjjd終結J (l90l年竣工、 2008年改修)は出石の城下町らしい歴史的雰囲気を残すまちなみの…角に修復再生された芝般

小患である。昭和初期には映画館としても市民に殺しまれていたが、� 1964年に協館された後は所事王者である創設殺の家系

によってなんとか保存され1ごいた。そこに地域住民による復元運動が起り、約� 20年に亘る地道創設動がきたって、大正時代

の姿図へ戻す目標で再生された。入力による廻り舞台や花道の仕掛、録会?裏の化粧窓も復泌され、照明や域内の看桜も昔

され、� I援冷房機器もローボ一千タイプなど悶立たない仁夫がおれていて気持ちょい。芝居終了後に遠来の観客は終合

に上り、芝居小l議見学となって、城下関J'a:'活かす会の人々による説明を受けることもで、きる。再生した市民の務びゃ誇り

が良く訟わってくる施設で、ある。

下神奈川県立青少年センターJ(1能2竣工、 2005年改修)は紛:~ヶ丘の公共施設群のゐっとして、地域笈・観を形成し、県

民に殺しまれているもので、県有施設長寿命化指針に蒸き、新たな持代に対応する施設として阿佐、整織された象徴的施

設セある。耐震性能を向� tさせるため縫物の…部を撤去し、揺す久性向上のためにコンクリートのや性化防ll:::i詩置、外援タ

イjレの補修、機能向上のために客席将司台広げる工夫などを行っている。また、設備改修では自然冷媒によるさ長冷ヒ}トポ

ンプベコオゾン脳破壊係数ゼロの新冷媒方式を採F認する等環滋賀己窓会議視した機能改議を計り、今後初年超η活fflを目指し

た維持保全計磁を定めているc 公共施設改修のモデルとも設える再生ヤある。

[九州工業大学先端教育コラボレ…ションプラザJ0927年� 1976年竣工、20081]三改修)は創設の線念の手写生を包擦にして、

後数の建物の改修と広場及び動線'事裁によるネットワ…クの核の再生が明快なキャンパスの魅力を取り戻している。教育

としての交流の場の整備、高度情報機能の殺備、大学史料館の整備さ事が複合的に実践され、耐震性の向上、省エネルギー

性の向� i二、バリアフリーの向仁等の性能向上にも配慮された改修モある。中でも総合教育織の� l階を貫く絡の形成と

計のと1ンセブトを継泳した学中lif交流ホ…ルのシンプJレな怨関:再生は全体を象徴する創造的リフォームとして印象的である。

「日本大学理工学部駿i旬、台校舎� 5号館J (1 多)は戦後複興期の建築機式である「ニューブルータリ11年改2α08年波工、959

ズム� iの記念碑的建築として大学は保存を決め、外綴保存を没視する改修言ト闘が検討された。この建物は建築学科がほぼ機

数使用寸ゐ;施設であることから、いかにも綾築教育の場と蕊われるいろいろの総震補強技術が適沼されていて大変興味深

いが、実は外壁から道路境界までの距離が機織に少ない都市型建築の免震化モデルをねらったものでもある。 3~安柱頭に

免笈装置を設け、粘性ダンパ…「減衰こまjによって免燦層の変f立を� 150mmに抑えている。免震!灘下部iこはコンクリート

増打による耐笈補強とトグルダンパーによる市Ij幾補強を行っている。結糸としてこのハイブリッド耐震技術によって建築

学科織らしい炎しい建築の再生に成功している。� 

f碧南市藤井滋浴現代災術館J (1980年緩工、� 2008年改修)は18商工会議所を郷土、出身で近代工芸の先駆者藤井達吉を暴露

る美術館に用途変吏したものである。この建物は街道の問ツi土の一角を占め、黒っぽくまとめられた外観は券社、

造施設、裁や古い日]副議之の黒桜張りの外壁や線、和瓦が穣し出す界援の雰西気によく調和している。以前は駐車場になって

いたと思われる煎広場にアブローチデッキ、テラス、� 10mのフゲラスキューブのレストイランなど母子氏が自由に出入りで、き

る場を付設し、間ツ辻の親しみと祭ゃぎ令創出している。また、笑術館への変更では総礎梁の背を詰めて~皆商会確保したり、

巌上織には収蔵隙を納める工夫長率多くの綴意が発機されている。ここでは祷通の建物を種に設計者や工事者の窓欲を引き

出した発注者に敬意を楽したい。

「ホテルニニュー:.tータニ本館� I0964年竣二仁、� 2007年改修)は東京オリン� 
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